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平成22年度決算は委員会で継続審査

平成22年度一般会計決算額

　平成23年9月定例会は、9月12日から16日までの5日間の会期で開催され、12日に開会、提案理由の

説明、13日現地調査及び委員会、15日は一般質問で6人が登壇し、16日に質疑・討論・表決が行わ

れ、委員会審査報告1件、条例11件、人事案件3件が原案のとおり可決・同意され、要望1件、陳情2件

を採択、平成22年度一般・特別会計決算は、委員会へ付託し継続して審査することになりました。

【歳　入】 （単位： 円／％）

1 村税

11分担金及び負担金

12使用料及び手数料

15財産収入

16寄付金

17繰入金

18繰越金

19諸収入

自
　
主
　
財
　
源

依
　
存
　
財
　
源

区　　　　　分
平成２１年度

決　算　額 構成比 決　算　額 構成比

平成２２年度

自　主　財　源　計

197,609,935

30,078,850

42,867,967

28,374,323

487,000

60,382,486

184,494,007

18,813,463

563,108,031

39,952,347

697,000

162,000

72,000

8,399,000

5,908,000

1,515,835,000

1,101,000

27,239,000

722,232,314

197,520,034

692,200,000

3,211,317,695

3,774,425,726

195,354,752

30,840,655

42,607,287

25,841,931

199,000

13,267,509

173,935,005

23,902,111

505,948,250

38,662,027

691,000

185,000

80,000

6,649,000

7,171,000

1,646,383,000

1,116,000

27,190,000

636,546,655

315,968,758

271,263,000

2,951,905,440

3,457,853,690

5.24

0.80

1.12

0.75

0.01

1.60

4.89

0.50

14.91

1.06

0.02

0.01

0.01

0.22

0.16

40.16

0.03

0.72

19.13

5.23

18.34

85.09

100.00

5.65

0.89

1.23

0.75

0.01

0.38

5.03

0.69

14.63

1.12

0.02

0.01

0.01

0.19

0.21

47.61

0.03

0.78

18.41

9.14

7.84

85.37

100.00

２地方譲与税

３利子割交付金

４配当割交付金

５株式等譲渡所得割交付金

６自動車取得税交付金

７地方特例交付金

８地方交付税

９交通安全対策特別交付金

10地方消費税交付金

13国庫支出金

14県支出金

20村債

依　存　財　源　計

歳　  入 　 合　  計
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【歳　出】 （単位： 円／％）

1　議会費

2　総務費

3　民生費

4　衛生費

5　農林水産業費

6　商工費

7　土木費

8　消防費

9　教育費

10　災害復旧費

11　公債費

12　予備費

　  合 　　　計

区　　　　分

平成２１年度

決　算　額 構成比 対前年度
増 減 率

対前年度
増 減 率

決　算　額 構成比

平成２２年度

51,070,949

1,381,527,675

488,389,012

326,967,036

356,280,394

46,295,742

317,187,545

99,537,719

183,705,207

3,732,472

344,996,970

0

3,600,490,721

50,790,146

823,014,788

569,678,782

288,103,598

347,451,170

56,911,548

420,752,152

109,549,117

242,893,794

453,600

352,098,158

0

3,261,696,853

△1.0

138.6

△11.9

15.3

△7.3

265.6

60.7

△19.9

22.3

△85.2

2.3

－

33.3

1.4

38.4

13.5

9.1

9.9

1.3

8.8

2.8

5.1

0.1

9.6

0.0

100

1.56

25.23

17.47

8.83

10.65

1.74

12.90

3.36

7.45

0.01

10.80

0.00

100.00

△2.1

△40.4

16.6

△11.9

△2.5

22.9

32.7

10.1

32.2

△87.8

2.1

0.0

△9.4

平成22年度　特別会計決算額
（単位： 円／％）

一般会計

国民健康保険

老人医療

簡易水道

農業集落排水

介護保険

後期高齢者医療

ケーブルテレビ

工業用地等

　合　　　　計

区　　　分
決　　算　　額

予算現額
差　引　額 歳 入 歳  出歳 入 総 額 歳 出 総 額

歳 入 歳 出 執  行  率

3,667,716,000

471,239,000

3,268,000

479,865,000

184,674,000

364,988,000

31,036,000

40,425,000

18,400,000

5,261,611,000

3,457,853,690

472,247,118

3,267,509

480,098,732

184,817,985

373,124,606

31,053,896

42,447,300

18,400,000

5,063,310,836

3,261,696,853

462,237,993

3,267,509

454,892,932

172,736,415

355,234,019

30,409,247

27,749,508

18,000,819

4,786,225,295

196,156,837

10,009,125

0

25,205,800

12,081,570

17,890,587

644,649

14,697,792

399,181

277,085,541

94.3%

100.2%

99.9%

100.0%

100.1%

102.2%

100.1%

105.0%

100.0%

96.2%

88.9% 

98.1% 

99.9% 

94.8% 

93.5% 

97.3% 

98.0% 

68.6% 

97.8% 

91.0% 
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山江村議会だより平成23年10月31日発行 ④

平成22年度の山江村各会計の決算状況について、詳細に決算審査を実施した。その結果、法

的に誤りはなく、証拠書類等の管理保存及び係数類も正確であると認めた。実質収支に関する

調書、財産に関する調書、基金の運用状況についても良好、正確であると認めた。

　本年度の一般会計歳入歳出決算の状況を見ると、歳入3,457,854千円、歳出3,261,697千円

で、前年に比し歳入は91.6％、歳出は90.6％となっており、形式収支は196,157千円の黒字、

実質収支は185,993千円の黒字、単年度収支でも62,313千円の黒字となっている。

　一般会計に特別会計を合わせた総決算額においても、歳入5,063,311千円、歳出4,786,225

千円で、形式収支は277,086千円の黒字、実質収支は256,922千円の黒字であり、単年度収支

でも72,646千円の黒字となっている。

　普通会計によって財政構造を見ると、実質収

支比率9.4％は前年度より2.8％上昇し、経常収

支比率は82.5％で1.1％低下している。財政力指

数0.137は前年度より0.007低下し、実質公債費

比率10.1％は、0.5％低下している。

　今後とも厳しい財政状況の中で、自主財源を

確保するとともに経常的経費を節約し、積極的

に諸事業の推進を図っていただきたい。

　3月に発生した、東日本太平洋沖大地震と大津波更には原子力発電所の事故が重なり、日本

はかつて経験したことのない未曾有の災害に見舞われました。多くの犠牲者の方々には心から

鎮魂の意を表すものです。また、被災した地域の一日も早い復興を願っています。

　政府は、このような災害の復興に多額の予算を必要とし、その財源とするため増税も視野に

入れております。このようなことから国の財政運営は益々厳しくなることが予想され、今後地

方財政運営に大きく影響するのは必至であります。したがって、これまで以上に行財政改革を

推進し、依存財源に頼るところの多い本村の財政状況であるので、一層の計画性と効率性を求

め、健全で持続可能な行財政基盤の構築に取り組み、村民の福祉の増進と安心して暮らせる山

江村づくりにより一層努めていただきたいと念願し平成22年度の審査意見とする。

　　　平成２３年８月１８日

決算審査意見書「むすび」

監査委員からの監査報告
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平成23年度一般会計予算平成23年度一般会計予算平成23年度一般会計予算
住民生活の課題解決へ ３億274万円を追加補正

■歳　入
※補正された款のみ掲載しています 【単位：千円】

　　　　款

地方特例交付金

地方交付税

分担金及び負担金

国庫支出金

県支出金

財産収入

繰入金

繰越金

諸収入

村債

 歳　入　合　計

補正前の額

6,000

1,400,000

29,162

313,356

213,670

10,715

79,750

85,000

12,095

250,000

2,692,514

 補 正 額 

△182

118,202

86

35,598

42,464

2

△35,000

100,992

44,918

△4,340

302,740

計  　

5,818

1,518,202

29,248

348,954

256,134

10,717

44,750

185,992

57,013

245,660

2,995,254

　　　補　正　額　の　説　明

地方特例交付金

普通交付税

老人福祉負担金

災害箇所の現地調査

　山江村の一般会計補正予算（第３号）は、歳入歳出それぞれ3億274万円を追加し、29億

9,525万4千円となりました。

　地方交付税や国県の補助金更には、繰越金の確定に

伴うもので歳出では、介護予防拠点施設整備事業補助

金3,200万円、水道設備工費2,000万円、村政懇談会で

要望のあった道路などの改修・維持費2,398万円、コ

ミュニティ施設及び公営住宅用地造成工事費2,400万

円、道路河川災害復旧費及び林業施設災害復旧費

5,116万円、予備費8,988万円などが主な内容です。

災害時要援護者等地域支え合い
　　　　　　　　体制づくり事業補助金

介護基盤緊急整備特別対策事業補助金

土地利用型農業緊急支援事業補助金

住民生活に光をそそぐ事業基金利子

財政調整基金

繰越金

市町村宝くじ収益交付金

公営住宅建設事業
公共土木施設災害復旧費債

公共土木施設災害復旧費負担金

公営住宅建設事業補助金

理科教育設備費等補助金
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■歳　出
※補正された款のみ掲載しています 【単位：千円】

　　　  款 補正前の額  補 正 額 計 　　　補　正　額　の　説　明

平成23年度特別会計補正予算（歳出）
【単位：千円】

国民健康保険事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

介護保険事業

後期高齢者医療事業

ケーブルテレビ事業

工業用地等造成事業

会  計  区  分 補正前の額 補正額の説明補　正　額 計

473,000

274,000

153,000

400,000

32,000

34,000

4,000

11,128

10,255

11,492

54,942

643

4,912

6,399

484,128

284,255

164,492

454,942

32,643

38,912

10,399

出産育児一時金・償還金

繰越金の確定

繰越金の確定

施設整備補助金・施設解説補助金

繰越金の確定

繰越金の確定

造成地整備等委託料

71,902

488,734

591,726

326,246

315,721

19,224

315,988

101,128

149,375

700

2,121

2,692,514

4

11,282

43,943

24,126

14,343

6,780

50,231

6,393

4,594

51,160

89,884

302,740

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

71,906

500,016

635,669

350,372

330,064

26,004

366,219

107,521

153,969

51,860

92,005

2,995,254

介護予防拠点施設整備事業補助金

要援護者介護用品

要援護者介護用品備蓄補助金

放課後児童健全育成事業補助金

工業用地等造成事業繰出金

インフルエンザ（任意接種）予防接種助成金

内畑集落水道設備設計委託料・工事請負費

合併処理浄化槽設置整備補助

産業振興まつり実行委員会助成
機械利用組合助成

固定資産税システム改修委託料

住基関連システム更新業務委託料

道路維持補修工事
コミュニティ施設及び公営住宅用地造成工事

消防団員等公務災害補償等負担金

小中学校理科教材備品購入・防犯灯設置工事

道路河川災害復旧費・林業施設災害復旧費

予備費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

予備費

 歳　入　合　計
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こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

・県道相良人吉線迂回路整備に関する陳情書（経済建設常任委員会審査報告

　（県道相良人吉線の改良工事による通行止め対策として、迂回路の整備を陳情）

・山江村暴力団排除条例の制定につて

　（暴力団の排除を徹底するため、条例を制定するもの）

・山江村税条例の一部を改正する条例の制定について

　（地方税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、条例の一部を改正

　　するもの）

・山江村固定資産評価審査委員会委員の選任に関する同意を求めることについて

　（西川正晴氏を適任者と認め、地方税法第423条第3項の規定により議会の同意を

　　求めるもの）

・山江村固定資産評価審査委員会委員の選任に関する同意を求めることについて

　（内川初子氏を適任者と認め、地方税法第423条第3項の規定により議会の同意を

　　求めるもの）

・山江村教育委員会委員の任命に関する同意を求めることについて

　（中村誠也氏を適任者と認め、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第4条

　　第1項の規定により、議会の同意を求めるもの）

・平成22年度山江村一般会計決算の認定について

　（地方自治法第233条第3項の規定により、議会の認定に付すもの）

・平成22年度山江村特別会計国民健康保険事業決算の認定について

　（地方自治法第233条第3項の規定により、議会の認定に付すもの）

・平成22年度山江村特別会計老人保健医療事業決算の認定について

　（地方自治法第233条第3項の規定により、議会の認定に付すもの）

・平成22年度山江村特別会計簡易水道事業決算の認定について

　（地方自治法第233条第3項の規定により、議会の認定に付すもの）

・平成22年度山江村特別会計農業集落排水事業決算の認定について

　（地方自治法第233条第3項の規定により、議会の認定に付すもの）

・平成22年度山江村特別会計介護保険事業決算の認定について

　（地方自治法第233条第3項の規定により、議会の認定に付すもの）

・平成22年度山江村特別会計後期高齢者医療事業決算の認定について

　（地方自治法第233条第3項の規定により、議会の認定に付すもの）

・平成22年度山江村特別会計ケーブルテレビ事業決算の認定について

　（地方自治法第233条第3項の規定により、議会の認定に付すもの）

・平成22年度山江村特別会計工業用地等造成事業決算の認定について

　（地方自治法第233条第3項の規定により、議会の認定に付すもの）

経済建設常任

委員会付託

経済建設常任

委員会付託

経済建設常任

委員会付託

総務常任委
員 会 付 託

総務常任委
員 会 付 託

総務常任委
員 会 付 託

総務常任委
員 会 付 託

総務常任委
員 会 付 託

総務常任委
員 会 付 託

《議決結果》

議　案　と　そ　の　内　容 議決の結果

採　　択

可　　決

可　　決

同　　意

同　　意

同　　意



山江村議会だより平成23年10月31日発行 ⑧

・平成23年度　山江村一般会計補正予算（第3号）

　（補正前の額に歳入歳出それぞれ3億274万円を追加し、総額を29億9525万　　

　　4000円とするもの）

・平成23年度　山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第１号）

　（補正前の額に歳入歳出それぞれ1112万8000円を追加し、総額を４億8412万　

　　8000円とするもの）

・平成23年度　山江村特別会計簡易水道事業補正予算（第１号）

 （補正前の額に歳入歳出それぞれ1025万5000円を追加し、総額を２億8425万   

     5000円とするもの）

・平成23年度　山江村特別会計農業集落排水事業補正予算（第１号）

　（補正前の額に歳入歳出それぞれ1149万2000円を追加し、総額を１億6449万　

　　2000円とするもの）

・平成23年度　山江村特別会計介護保険事業補正予算（第１号）

　（補正前の額に歳入歳出それぞれ5494万2000円を追加し、総額を４億5494万　

　　2000円とするもの）

・平成23年度　山江村特別会計後期高齢者医療事業補正予算（第１号）

　（補正前の額に歳入歳出それぞれ64万3000円を追加し、総額を3264万3000円

　　とするもの）

・平成23年度　山江村特別会計ケーブルテレビ事業補正予算（第２号）

　（補正前の額に歳入歳出それぞれ491万2000円を追加し、総額を3891万2000円

　　とするもの）

・平成23年度　山江村特別会計工業用地等造成事業補正予算（第１号）

　（補正前の額に歳入歳出それぞれ639万9000円を追加し、総額を1039万9000円

　　とするもの）

・村道岩ヶ野下払線道路拡幅に関する要望書

・郵政改革法案の早期成立を求める陳情書

・全国350万人のウイルス性肝炎患者の救済について国への意見書提出を求める

　陳情

議　案　と　そ　の　内　容 議決の結果

採　　択

採　　択

採　　択

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

水道工事現場調査 要望箇所の現地調査
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・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

原
　
先
　
利
　
且
　
議
員

・
施
政
方
針
に
つ
い
て

松
　
本
　
佳
　
久
　
議
員

質
問
　
山
江
村
い
き
い
き
応
援

手
当
て
が
昨
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
、
65
歳
以
上
の
一
人
暮

ら
し
、
夫
婦
２
人
暮
ら
し
世
帯

を
対
象
に
支
給
さ
れ
て
い
る

が
。
昨
年
、
そ
し
て
今
年
は
何

世
帯
を
対
象
に
支
給
す
る
の

か
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）
昨
年

度
65
歳
以
上
の
独
居
及
び
高
齢

者
の
み
の
世
帯
に
年
額
１
万
円

を
支
給
。
支
給
世
帯
２
２
４
世

帯
、
２
２
４
万
円
。
平
成
23
年

度
は
、
支
給
年
齢
を
見
直
し
70

歳
か
ら
の
支
給
で
１
６
９
世

帯
、
１
６
９
万
円
で
す
。

質
問
　
中
学
３
年
生
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
、
そ
し
て
国
保
の

基
金
残
高
も
年
々
減
少
の
推
移

に
あ
り
、
独
居
、
高
齢
者
の
方

の
支
給
も
大
事
で
あ
る
が
、
支

給
年
齢
を
引
き
上
げ
る
と
か
、

何
ら
か
の
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
） 

制
度

全
体
の
検
討
を
行
い
、
支
給
年

齢
を
65
歳
か
ら
70
歳
に
改
定
し

た
。

要
望
　
村
も
厳
し
い
財
源
で
あ

る
の
で
、
村
民
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
村
政
を
お
願
い
す
る
。

質
問
　
村
長
就
任
以
来
１
年
が

経
過
し
、
村
内
16
箇
所
で
村
政

懇
談
会
も
開
催
さ
れ
た
。
今
後

の
村
政
運
営
の
基
本
方
針
は
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
取

り
組
み
は
。

答
弁
（
村
長
） 

村
民
と
の

５
つ
の
約
束
、
３
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
、
住
民
目
線
・
現
場

主
義
で
村
政
運
営
に
あ
た
っ

て
き
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は

70
％
が
達
成
で
き
た
。
大
き

い
こ
と
よ
り
住
民
の
足
元
に

灯
を
あ
て
る
こ
と
を
こ
こ
ろ

が
け
て
き
た
。
村
政
懇
談
会

で
の
要
望
は
、
で
き
る
こ

と
、
で
き
な
い
こ
と
を
は
っ

き
り
と
さ
せ
て
進
め
て
い

く
。
村
づ
く
り
の
基
本
は
地

域
資
源
を
生
か
す
こ
と
で
あ

り
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
協
働
の
村
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。
住
民
自
治
の
基
本

は
、
村
民
の
声
に
よ
る
村
民
の

た
め
の
行
政
で
あ
り
、
こ
の
事

を
基
本
に
し
て
条
例
・
規
則
・

要
綱
を
守
り
な
が
ら
村
政
を
進

め
て
い
く
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
獲

得
は
、
山
江
村
で
も
取
り
組

む
。
公
共
施
設
で
の
太
陽
光
発

電
や
、
万
江
川
・
山
田
川
を
利

用
し
た
小
水
力
発
電
の
可
能
性

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
熊
本
県

の
小
水
力
発
電
協
会
へ
も
加
入

し
た
。

質
問 
農
業
用
水
の
確
保
に
つ
い

て
　

答
弁
（
村
長
） 

農
業
用
水
の

安
定
確
保
は
、
農
家
の
高
齢

化
や
異
常
気
象
等
を
考
え
て

も
非
常
に
大
切
で
あ
る
。
経

費
、
自
然
環
境
保
全
の
両
面

か
ら
河
川
に
設
置
し
た
魚
道

ブ
ロ
ッ
ク
を
利
用
し
た
用
水

確
保
が
最
適
と
思
わ
れ
る
。

県
や
関
係
機
関
に
働
き
か
け

て
い
く
。
一
番
急
ぐ
と
こ
ろ

か
ら
建
設
し
た
い
。

質
問 

山
江
村
発
注
工
事
の
落

札
率
が
高
い
。
入
札
制
度
改

革
を
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
（
総
務
課
長
、
入
札
指

名
審
査
委
員
長
） 

落
札
価
格

は
予
定
価
格
に
近
く
な
る
の

が
当
然
だ
と
考
え
て
い
る
。

一
般
競
争
入
札
の
導
入
を
す

る
予
定
は
な
く
、
指
名
競
争

入
札
を
継
続
す
る
。

提
案
　
山
江
村
の
子
ど
も
た

ち
に
強
い
故
郷
愛
を
抱
い
て

頂
け
る
よ
う
、
夢
を
描
い
て

頂
け
る
よ
う
、
素
晴
ら
し
い

山
江
村
づ
く
り
に
邁
進
し
ま

し
ょ
う
。

万江川に設置された魚道ブロック（人吉市）
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・
小
さ
な
産
業
づ
く
り
に
つ
い
て

谷
　
口
　
予
志
之
　
議
員

・
村
税
に
つ
い
て

・
下
水
事
業
に
つ
い
て

岩
　
山
　
正
　
義
　
議
員

質
問
　
山
江
村
の
収
納
率
が
人

吉
球
磨
で
最
下
位
と
な
っ
て
い

る
が
、
収
納
率
が
低
い
原
因

は
。

答
弁
（
税
務
課
長
）
不
況
に
よ

る
給
与
の
減
額
や
倒
産
に
よ

る
解
雇
、
農
産
物
の
価
格
低

迷
に
よ
る
所
得
の
減
が
考
え

ら
れ
る
。
夜
間
徴
収
や
県
・

人
吉
市
・
相
良
村
・
五
木
村

と
の
併
任
徴
収
を
取
り
入

れ
、
法
に
基
づ
い
た
差
押
え

等
を
取
り
入
れ
行
く
。

質
問
　
来
年
度
よ
り
地
籍
調

査
事
業
の
成
果
面
積
に
よ
る

課
税
が
実
施
さ
れ
る
が
、
地

目
別
の
面
積
及
び
税
額
は
。

答
弁
（
税
務
課
長
）
面
積
で

田
畑
、
山
林
、
宅
地
合
計
が

１
，
１
９
８
ｈ
ａ
の
増
加
と

見
て
い
る
。
税
額
は
来
年
度
評

価
替
え
で
、
基
準
値
・
標
準
値

が
決
定
し
て
い
な
い
の
で
回
答

で
き
な
い
、
単
純
に
面
積
が
増

え
た
分
、
税
収
が
増
額
す
る
と

は
限
ら
な
い
。

質
問
　
中
継
ポ
ン
プ
の
箇
所
数

は
。
近
い
将
来
老
朽
化
や
耐
震

性
、
耐
用
年
数
等
に
よ
る
大
規
模

な
工
事
が
あ
る
の
か
。

答
弁
（
建
設
課
長
）
供
用
開
始
し

て
20
年
近
く
経
過
し
て
い
る
施
設

も
あ
り
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
な
ど

管
路
施
設
の
腐
食
が
み
ら
れ
る

が
、
機
能
診
断
を
実
施
し
た
結

果
、
処
理
施
設
は
耐
震
化
構
造
で

あ
り
耐
用
年
数
も
50
年
で
大
規
模

な
改
修
工
事
の
必
要
は
な
い
。
し

か
し
、
軽
微
な
機
器
の
故
障
・
修

繕
・
交
換
な
ど
に
は
対
応
し

て
い
く
。
ま
た
マ
ン
ホ
ー
ル

の
中
継
ポ
ン
プ
は
47
箇
所
。

質
問
　
上
下
水
道
係
り
の
衛

生
管
理
に
つ
い
て
は
。
梅
雨

時
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
な
ど
異

状
時
の
対
応
は
。

答
弁
（
建
設
課
長
）
衛
生
面

に
つ
い
て
は
、
浄
水
施
設
、

下
水
施
設
へ
の
公
用
車
の
乗

り
入
れ
を
区
別
し
て
い
る
、

職
員
も
浄
水
担
当
、
下
水
担

当
と
役
割
分
担
し
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
処
理
施
設
等

の
異
状
時
の
対
応
は
、
非
常

用
警
報
装
置
に
よ
り
委
託
業

者
を
経
由
し
て
担
当
者
へ
連

絡
が
入
る
。

質
問
　
下
水
道
の
加
入
率
、

使
用
料
の
過
年
度
滞
納
者

数
、
特
別
会
計
と
し
て
独
立

採
算
の
見
込
み
は
？

答
弁
（
建
設
課
長
）
加
入
率

は
７
１
．
６
％
で
あ
る
。
過

年
度
分
の
使
用
料
滞
納
者
15

名
。
独
立
採
算
に
つ
い
て

は
、
起
債
の
償
還
が
伴
う
た

め
当
分
は
見
込
め
な
い
。

味園地区クリーンセンター

質
問
　
小
さ
な
産
業
づ
く
り
事
業
補
助

金
の
概
要
と
年
度
毎
の
事
業
実
績
は
。

答
弁
（
産
業
情
報
課
長
）
　
商
品
開

発
、
製
品
化
、
商
品
の
販
売
促
進
、
加

工
施
設
建
設
、
機
械
の
購
入
等
に
対
し

グ
ル
ー
プ
ま
た
は
団
体
五
名
以
上
が
条

件
。
補
助
金
は
、
事
業
費
の
九
割
、
限

度
額
九
十
万
円
。
三
年
間
で
十
二
団
体

総
事
業
費
千
三
百
九
十
二
万
五
千
円
、

補
助
金
九
百
三
十
六
万
円
。

質
問
　
補
助
金
を
申
請
さ
れ
る
段
階
で

事
業
計
画
、
導
入
後
の
生
産
、
販
売
、

稼
働
等
の
計
画
書
等
は
取
っ
て
い
る

か
。

答
弁
（
産
業
情
報
課
長
）
　
事
業
申
請

時
に
生
産
、
販
売
、
利
用
計
画
も
取
っ

て
い
る
。
事
業
採
択
は
事
業
審
査
会
で

決
定
し
て
い
る
。

質
問
　
導
入
後
は
、
交
付
さ
れ
た
補
助

金
が
適
正
有
効
に
使
わ
れ
た
か
確
認
す

る
た
め
導
入
し
た
機
械
の
稼
働
状
況
や

施
設
の
生
産
、
販
売
実
績
等
の
報
告
を

受
け
て
い
る
か
。

答
弁
（
産
業
情
報
課
長
）
　
事
業
完
了

後
、
三
年
後
に
計
画
に
基
づ
き
事
業
が

さ
れ
た
か
。
導
入
し
た
施
設
、
機
械
は

使
用
さ
れ
て
い
る
か
。
事
業
計
画
に
対

す
る
実
績
、
施
設
、
機
械
の
稼
働
状

況
、
販
売
実
績
額
、
収
益
等
の
報
告
を

求
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

質
問
　
実
績
報
告
は
翌
年
度
か
ら
で
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
。
報
告
を
受
け
る

こ
と
で
補
助
事
業
者
の
意
識
の
向
上
に

つ
な
が
る
。
実
績
は
、
計
画
時
の
数
量

を
下
回
っ
て
も
、
収
益
に
つ
な
が
り
、

生
活
の
糧
と
な
れ
ば
補
助
の
目
的
が
達

成
さ
れ
た
と
考
え
る
。
担
当
者
や
サ

ポ
ー
タ
ー
の
指
導
を
強
く
求
め
る
。

農
林
業
で
は
、
団
地
化
や
団
体
が
で
き

な
い
場
所
も
あ
る
の
で
、
個
人
に
対
す

る
補
助
を
検
討
し
て
い
な
い
か
。

答
弁
（
村
長
）
こ
の
事
業
は
、
就
農
へ

の
道
ま
た
地
域
に
元
気
が
出
る
よ
う
に

始
め
た
。
補
助
金
は
、
費
用
対
効
果
は

当
然
。
一
年
後
、
二
年
後
の
時
点
で
運

用
状
況
等
の
調
査
も
必
要
。
今
年
か
ら

特
用
林
産
物
は
個
人
で
も
適
用
し
て
い

る
。
個
人
で
で
き
る
補
助
事
業
、
団
体

で
し
か
で
き
な
い
事
業
を
緊
急
に
検
討

し
今
後
の
施
策
に
反
映
し
た
い
。

小さな産業づくりで導入された機械
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・
高
齢
者
及
び

　
　
　
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

・
公
共
工
事
に
つ
い
て

中
　
竹
　
耕
一
郎
　
議
員

質
問
　
福
祉
政
策
の
基
本
的
認
識

に
つ
い
て
？
第
５
次
山
江
村
総
合
振

興
計
画
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
？

答
弁
（
村
長
）
優
し
い
福
祉
施
策

の
取
り
組
み
が
大
切
で
あ
る
。
安

心
し
て
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
形
成
と
実

現
、
体
の
不
自
由
な
方
が
有
す
る

能
力
適
正
に
応
じ
て
自
立
し
た
日

常
生
活
が
送
れ
る
地
域
社
会
の
実

現
に
努
力
す
る
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）
平
成
24

年
度
か
ら
３
年
間
を
計
画
年
度
と

す
る
第
５
期
計
画
に
つ
い
て
取
り

組
み
を
開
始
し
た
。

質
問
「
福
祉
は
人
な
り
」
と
言
わ

れ
る
が
、
社
会
的
貢
献
度
を
加
味

し
た
福
祉
ポ
イ
ン
ト
制
の
導
入
に

つ
い
て
如
何
？

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）
地
域
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
発
展

さ
せ
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
波
及
す
る

よ
う
検
討
す
る
。

質
問
　
社
会
福
祉
協
議
会
が
お
こ

な
っ
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）
高
齢
者

の
増
加
に
伴
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
側
の
人
員
確
保
、
研
修
が
必
要
。

質
問
　
今
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
高
齢

者
の
買
物
不
便
の
解
消
に
は
不
充

分
で
は
な
い
か
？

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）
買
物
弱

者
対
策
に
つ
い
て
商
工
会
を
通
じ

て
検
討
し
て
い
る
。

質
問
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
の

見
直
し
が
今
後
必
要
で
は
な
い
か
？

答
弁
（
村
長
）
地
域
の
人
の
支
援

が
必
要
、
補
助
制
度
を
活
用
し
福

祉
介
護
予
防
拠
点
づ
く
り
を
行

う
。
又
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
も
見
直
し
を
し
た
い
。

質
問
　
公
共
工
事
に
つ
い
て
随
意

契
約
の
件
数
は
？

答
弁
（
総
務
課
長
）
総
数
50
件

で
、
村
内
業
者
の
随
意
契
約
は
29

件
で
す
。

質
問
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
採

用
な
ど
活
用
し
随
意
契
約
を
も
っ

と
柔
軟
に
す
る
考
え
は
？

答
弁
（
総
務
課
長
）
自
治
法
施
行

令
に
基
づ
き
有
効
的
活
用
で
村
内

業
者
の
育
成
に
努
め
る
。

質
問
　
昨
年
の
12
月
一
般
質
問
で

質
さ
れ
た
工
事
契
約
事
務
の
件
で

不
明
瞭
な
部
分
が
多
い
。
事
務
処

理
等
厳
正
な
対
応
は
？

答
弁
（
総
務
課
長
）
業
者
へ
は
指

名
停
止
措
置
通
知
は
し
て
い
な

い
。
事
務
レ
ベ
ル
で
以
後
指
名
は

控
え
た
。

質
問
　
特
定
業
者
に
偏
よ
っ
た
選

定
指
名
は
な
い
か
？

答
弁
（
総
務
課
長
）
偏
っ
た
指
名

は
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。

答
弁
（
村
長
）
昨
年
の
工
事
契
約

の
件
で
事
務
的
に
き
ち
っ
と
対
応

す
べ
き
で
あ
っ
た
。
業
者
育
成
の

面
か
ら
選
定
指
名
に
つ
い
て
は
職

務
権
限
の
範
囲
内
で
責
任
を
も
っ

て
対
処
す
る
。

質
問
　
平
成
22
年
度
か
ら
23
年
度

中
途
ま
で
の
落
札
率
が
異
常
に
高

い
。
村
長
の
認
識
は
？

答
弁
（
村
長
）
　
技
術
的
な
積
算

ソ
フ
ト
な
ど
が
完
備
し
た
昨
今
、

見
積
金
額
は
殆
ん
ど
近
く
な
る
。

落
札
率
が
高
い
の
は
業
者
間
競
争

で
あ
り
村
と
し
て
関
与
で
き
な

い
。

要
望
　

最
小
経
費
で
最
大
効
果
を
強
く
要

望
す
る
。

高齢者福祉計画・第５次山江村総合振興計画

質
問 

村
内
の
水
田
に
お
い
て

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
が
確
認
さ

れ
、
農
政
係
り
で
対
応
い
た
だ

い
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
は
。

答
弁
（
産
業
情
報
課
長
）
調
査

を
行
い
21
圃
場
２.

２
ha
で
確
認

さ
れ
た
。

質
問 

今
回
駆
除
対
策
と
し
て
50

万
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、
使

途
は
。

答
弁
（
産
業
情
報
課
長
） 

石
灰

窒
素
を
稲
刈
り
後
に
施
用
し
、

耕
運
に
よ
り
駆
除
す
る
。
薬
剤

費
お
よ
び
耕
運
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

費
用
。

要
望 

今
後
こ
れ
以
上
増
え
な
い

よ
う
行
政
の
支
援
を
お
願
い
し

た
い
。

質
問 

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

払
い
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
今

後
、
農
家
へ
の
説
明
営
農
指
導

は
ど
の
よ
う
に
す
る
か

答
弁
（
産
業
情
報
課
長
） 

６
月

に
説
明
会
を
開
催
し
19
名
出
席

が
あ
っ
た
。

質
問 

行
政
と
し
て
試
験
圃
場
を

借
り
試
験
田
と
し
て
作
付
け
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁
（
村
長
） 

試
行
的
に
や
る

こ
と
も
考
え
て
み
た
い
。

質
問  

安
心
・
安
全
な
作
物
を

作
っ
て
も
販
路
が
見
え
な
い
。
物

産
館
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の
販

売
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
（
村
長
） 

安
全
・
安
心
が

保
障
さ
れ
る
の
で
、
販
売
で
き
る

よ
う
に
す
る
の
が
使
命
と
思
っ
て

い
る
。

要
望  

以
前
村
長
は
東
京
へ
は
行

か
な
い
。
対
外
交
流
も
し
な
い
と

言
わ
れ
た
が
、
今
後
対
外
交
流
も

や
っ
て
い
た
だ
き
、
村
長
と
し

て
、
山
江
村
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

マ
ン
と
し
て
山
江
村
、
山
江
の
農

林
産
物
を
売
り
込
ま
れ
る
よ
う
要

望
し
ま
す
。

・
農
業
振
興
に
つ
い
て

秋
　
丸
　
安
　
弘
　
議
員村内で確認されたジャンボタニシ
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皆
様
に
は
も
う
す
っ
か
り
収
穫
な
ど
お
済
み
に
な
り
、

身
も
心
も
充
実
す
る
季
節
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
大
地

と
自
然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
掛
替
え

の
な
い
自
然
環
境
は
近
年
、
地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
ホ
ー

ル
が
北
極
上
空
に
も
起
き
た
り
、
動
植
物
の
生
態
系
も
変

わ
り
つ
つ
あ
り
、
最
近
災
害
も
多
く
気
に
な
り
ま
す
。
原

発
な
ど
人
類
の
高
度
な
技
術
も
そ
の
副
作
用
は
、
自
然
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
災
害
の
年
で
し
た
。
特
に
東
日
本
の
大
震
災
、

大
津
波
の
前
に
日
本
原
発
の
安
全
神
話
も
崩
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
い
ま
未
曾
有
の
大
災
害
復
興
復
旧
に
国
を
あ
げ
、
全
国

民
も
連
帯
感
を
も
っ
て
最
大
限
の
支
援
と
各
地
域
力
の

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
山
江
村
で
も
先
日
の
村

民
体
育
祭
は
、
「
届
け
よ
う
み
ん
な
の
想
い
！
届
け
よ
う

山
江
の
元
気
！
頑
張
ろ
う
日
本
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
全
村
民
が
結
束
し
た
意
義
深
い
秋
晴
れ
の
体
育
祭
で
し

た
。
当
地
区
の
成
績
は
十
五
位
で
し
た
が
反
省
会
は
公
民

館
が
狭
い
ほ
ど
多
く
の
皆
さ
ん
で
賑
や
か
に
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
心
の
ふ
れ
あ
い
や
絆
か
ら
日

本
の
復
興
力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
と
感
じ
る
一
日

で
し
た
。

　
皆
様
に
は
、
地
域
の
活
動
や
議
会
へ
の
ご
指
導
ご
助
言
そ

し
て
更
な
る
山
江
力
の
為
に
ご
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
事

に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

し
て
「
だ
ん
だ
ん
な

あ
」
と
致
し
ま
す
。

（
文
責
　
西
　
孝
恒 
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